




 

研究目的 

 周産期児死亡の背景となる母体合併症は,骨盤位,早期破水,妊娠中毒症,常位

胎盤早期剥離,前置胎盤,高年初産などで,死亡例の大部分がこれらに関係した

ものである。児側の主要死因は anoxia,先天奇形,肺拡張不全,未熟,頭蓋内出血

などであり,先天奇形以外は周産期の障害または未熟性に関したものである。死

亡に至らないまでも,胎児期の呼吸,循環系不全が,新生児仮死に引き継がれ,ま

た未熟のゆえの呼吸不全でそれぞれ脳障害に結びつく。 


